
 →そのため、作業場所にて専用タブレットを用い、気象変動を 

   常時監視（見える化）できるようにした。 

下水道内での作業において、ゲリラ豪雨等による急激な気象変動による 

水位の上昇は、人命を奪いかねない事象である。 

「気象状況」の見える化 

車両出入口等で通路が途切れる 

箇所には注意喚起の看板及び 

白線による停止ﾗｲﾝの設置 

タブレット端末を利用した 
              気象変動の常時監視 

雨雲が常時監視できる 

現地 

専用タブレット端末 


